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平成２３年大磯町議会 

１２月定例会一般質問（１２月７日・８日） 

質問議員 質 問 事 項（ １ 日 目 ） 答弁者 

１ 

３番 

土橋 秀雄議員 

（60 分） 

9:05～10:05 

１．大磯町に道路計画はあるのか 

国府新宿に建設された「子育て支援総合センター」周辺道

路拡幅に対し大磯町の道路計画は、町民目線にかなった計画

で進められているか。 

 

２．名称変更により大磯の高齢者対策はどの様に変わってい

くのか 

 「大磯町生きがい事業団」は９月１日より「社団法人大磯

町シルバー人材センター」と名称変更されたが、名称変更の

目的と今後の役割を詳しく説明せよ。 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

２ 

７番 

竹内恵美子議員 

（45 分） 

10：25～11:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．生沢プール跡地利用について 

 検討委員会を立ち上げるということだったが、その後の進

捗状況と今後の予定について問う。 

 

２．肺炎球菌ワクチンについて 

 肺炎は、癌、脳血管疾患、心疾患に続き日本人の死因の第

４位となっている。特に最近では、テレビで盛んにコマーシ

ャルしているが詳しい内容について問う。 

 

３．コミュニティバス運行事業について 

 ６月議会でも質問したが、その後の進捗状況と今後の予定

について問う。 

 

町 長 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

３ 

１２番 

関  威國議員 

（50 分） 

11:10～12:00 

 

１．葬儀場建設問題について 

（１）トップ会談の経過について問う。 

   建設予定地の譲り受け交渉と今後の継続交渉は。 

（２）葬儀場ができた場合、町への悪影響をいかに考えてい

るか。 

（３）土地を譲り受け有効活用する考えはあるのか。 

  ①観光バスの駐車場、観光客用トイレなど。 

  ②役場敷地の拡張計画。 

  ③新庁舎の建設計画。 

町 長 
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２．国府本郷西小磯１号線（通称マリア道）拡幅整備事業に

ついて 

（１）計画の内容を住民に充分に説明し、住民の意見を反映

した計画か。 

（２）国際学園と道路拡幅整備の係わりは。 

  ①道路拡幅工事費の一部を負担すると契約時に言って

いたが。 

  ②契約書の履行は。 

（３）第１回住民説明会（10 月 28 日)で約束した対応は。 

  ①会議録。 

  ②回答書。 

  ③第２回説明会の開催。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

１１番 

吉川 重雄議員 

（80 分） 

13:00～14:20 

 

１．税金は正しく支出されているか 

税務署より、５年間法人税の滞納を指摘された「大磯町生

きがい事業団」（９月に名称変更 大磯町シルバー人材セン

ター）に対して、税金 140 万円を無利子・無担保で貸し出す

ことが、正しい税金の使途と言えるのか。 

 

２．医者としての業務を全く行っていない医幹に月額 72 万

4,000 円の給与は妥当か 

 医師会と町との対立が続いている。その責任を町長はどう

捉えているのか。 

 

３．一市二町ごみ処理広域化事業は順調に進捗しているのか 

 見直しすべき事柄はないか。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

５ 

15 番 

清水 弘子議員 

（60 分） 

14:40～15:40 

 

１．中学生の武道必修化に向けて受け入れ体制は万全か 

 来春から中学１・２年生の体育の時間に男女とも武道が必

修化される。 

 施設や道具、指導者の受け入れ体制は万全か。 

 学校柔道における事故のリスクについて、どのように対応

されるか。 

 

２．星槎グループ国際学園から保証金１億 8,000 万円はいつ

までに支払われるか、また、まちづくり交付金を使った道路

整備について 

（１）星槎グループ国際学園より保証金１億 8,000 万円はい

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

町 長 
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つまでに支払わさせるのか。 

（２）万台こゆるぎの森サッカー場擁壁は今だ完了検査を受

けていない。なぜ使用させるのか。 

（３）夜の照明が以前よりあかあかしていると町民の声があ

る。樹木の保護と台風時の倒木の処理費用は。 

（４）マリア道はいつまでに完成するのか。 

（５）町道幹 28 号ヤオマサ前からの歩道はいつ完成するか。 

 

３．鴫立庵西側の葬儀場建設計画の白紙撤回を求める 

 ９月議会一般質問での私の質問に対して町長の回答で、多

くの町民が町長を頼もしく思われ、期待が高まっている。 

 その後の交渉はどのように進んでいるか。 

 

４．一市二町ごみ処理広域化に向けて減量化の対応は 

（１）減量化のためのプラスチック類の分別でケーススタデ

ィを拡大した理由は。 

（２）剪定枝の減量化のため、ガーデンシュレッダーを貸し

出しする考えはないか。 

（３）減量化を進める中で、イベントなどで出されるごみは

どのように処理されていくのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

６ 

８番 

髙橋冨美子議員 

（35 分） 

16:00～16:35 

 

１．教育費のカット率はどうであるか 

（１）過去５年間における教育費のカット率はどうか。 

（２）幼稚園運営事業、学校運営事業における消耗品費の幼

児・児童・生徒の一人当りの年間費用はいくらか。 

（３）幼稚園運営事業、学校運営事業における備品購入費は

いくらか。 

 

２．学校法人小磯学園こいそ幼稚園開園に向けた合意事項に

ついて 

（１）教育に支障のない範囲で園庭や施設を地域に開放する

とあるが、どうであるか。 

（２）園運営に関し、地域との交流を積極的に図る。又、町

立幼稚園、町立学校と積極的に連携、協力を図るとあ

るが、どうであるか。 

（３）私立幼稚園教諭と町立幼稚園教諭による交流及び研修

会は行なわれたか。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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３．町指定民俗資料に指定されている大磯御船祭について 

（１）木遣歌、御船歌の継承者についてどう考えているか。 

（２）町内の長い歴史と伝統を持つ芸能や祭りについてどう

考え、どのような支援をするのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

教育長 
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質問議員 質 問 事 項（ ２ 日 目 ） 答弁者 

７ 

６番 

片野 哲生議員 

（45 分） 

9:00～9:45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．観光立町として魅力ある大磯づくりについて 

 成長分野である人間資産と歴史的建造物を生かした文化、

芸術のまちづくりの考えを問う。 

（１）大磯駅前周辺を芸術アートの拠点としてはどうか。 

（２）自然の大地を活用した芸術アートの里づくりはどうか。 

（３）財源活用についてはどう考えるか。 

 

２．農地を活用した観光資源についてどう考えるか 

（１）子ども向けの職業体験施設の誘致を考えるつもりはな

いか。 

（２）農業の６次産業化についての考えは。 

（３）農業の産地化についての考えは。 

 

３．集客力として海の駅を町としてはどう考えているか 

（１）相模湾・漁商連携により、大磯港直売所について町の

考えを問う。 

（２）湘南西湘バイパス上り口の必要性について、町の考え

を問う。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

 

 

 

町 長 

 

８ 

２番 

二宮加寿子議員 

（50 分） 

9:45～10:35 

 

 

 

 

 

 

１．うつ病など「心の病」ケアについて 

うつ病など「心の病」を患う方が急増しており、患者数は

100 万人を突破している。毎年３万人を超す自殺者があり、

自殺予防強化が課題となっており、うつ病を治療する認知行

動療法や専門医の育成や心のケアに対する体制づくりに向

けて伺う。 

（１）認知行動療法の見解は。 

（２）自殺者予防強化への対策は。 

（３）ひきこもり・不登校・いじめ・虐待防止の取り組みは。 

（４）心の健康づくりを考える対策は。 

（５）心のケアに対する研修などは。 

 

町 長 

教育長 

 

９ 

13 番 

坂田よう子議員 

（50 分） 

10:55～11:45 

 

１．旧吉田茂邸再建の進捗を問う 

旧吉田茂邸の再建をめぐる県と町との協議は、財団法人吉

田茂国際基金からの高額寄附という追い風を受け、その再建

方針について一定の結論に至る時期と考える。町の所信を伺

う。 

 

町 長 
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２．駅前洋館の保存活用を問う 

 大磯駅前に建つ洋館は、町のランドマーク的存在と捉え

る。町は、この歴史的建造物を保存活用することを政策決定

し、現在に至っている。今後の展開について町の所信を伺う。 

 

３．現実を見据えた防災対策を問う  

未曾有の大震災から８か月を経過した岩手県を視察した。

今なお、辺り一面、瓦礫の山が広がる光景に悄然とした。今、

より現実を見据えた防災対策を講ずべきと強く思う。町の見

解を問う。 

 

町 長 

 

 

 

 

町 長 

 

 

10 

９番 

鈴木 京子議員 

（80 分） 

13:00～14:20 

１．来年度予算は町民本位の施策が展開されるか 

 予算編成にあたり、自治基本条例はどういかされるのか。

また、特に下記の項目について、事業方針と予算の考え方を

問う。 

（１）防災・放射能対策。 

（２）町の補助金等の整理と見直し。 

（３）旧吉田邸再建と寄附金約 7,000 万円の活用について。 

（４）ごみ処理広域化の進め方。 

（５）万台こゆるぎの森の管理について。 

（６）マリア道新設拡幅事業の進め方。 

（７）おあしす 24 の展開。 

（８）中学校給食導入について。 

（９）小磯幼稚園・民営化での保護者負担軽減。 

 

２．住民サービス向上につながる機構改革となるか 

機構改革（組織のフラット化）による問題が見られる。ま

た、職場の環境改善も求められると考えるが、以下の点につ

いて問う。 

（１）現在の機構の課題と改革の内容。 

（２）就業管理・入室管理システム導入の目的と成果。 

（３）職員異動の考え方。 

 

町 長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

11 

10 番 

高橋 英俊議員 

（35 分） 

14:40～15:15 

１． 町施設の電力問題における現状と今後について 

（１）契約電力 50ｋｗ以上の高圧受電の町内施設は。 

（２）過去の光熱水費決算額の推移は。 

（３）（１）で示した施設の個々の年間電気使用量は。 

 

町 長 
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 ２． 防災教育の見直しは 

（１）町内の幼・保・小・中学校における防災教育の現状と

今後の方針について。 

（２）施設内に、気象庁からの緊急地震速報を受信できる専

用機器はあるか。 

（３）教育委員会として、防災訓練のあり方についてはどの

ようなものか。 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

12 

１番 

奥津 勝子議員 

（45 分） 

15:15～16:00 

 

１．子育て支援、不育症治療への考え方を問う  

不育症は妊娠しても流産・死産を繰り返し、出産にたどり

着かない症状である。患者は国内に 140 万人といわれ、年間

３万人が新たに発症していると推定されている。 

（１）町の実態は。 

（２）不育症の周知・相談体制の必要性は。 

（３）検査・治療への支援は。 

（４）関連する特定不妊治療費助成事業の継続は。 

 

２． 選挙時の投票率をあげる方策について 

 ６月に実施された町会議員選挙の投票率は 51.84％と過去

最低のものだった。未来の大磯を作るためにも、政治に関心

の無い若い有権者や投票に支障のある高齢者・障がい者の方

に参政意識を向上させ、安心して投票できる環境整備は必要

と考えるが。 

（１）期日前投票の宣誓書について。 

（２）期日前投票所の拡大について。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

町 長 

 

 

13 

５番 

三澤 龍夫議員 

（35 分） 

16:20～16:55 

 

１． ペットとの同伴避難について 

東日本大震災と原発事故において、置き去りにされ、死ん

でいった犬や猫たち。一方、避難所へのペットの受け入れを

積極的に行った自治体もある。大規模災害発生時のペットの

同伴避難について町の考えを問う。 

 

町 長 

 

 

 

 

 

１３名  ３１問 

 

※時間は、事情により変更になる場合がありますのでご了承ください。 


